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10.経精系静脈的腎静脈撮影について 
0片山喬，今津嘩，佐藤智則，
山本成元，山口崇夫，林和一郎
(千大泌尿)
本法の手技を紹介し，正常像，腎腫蕩，皐丸腫蕩各症
例のレ線像を供覧した。また精系静脈癌と本撮影との関
係について述べた。 
11.原路感染症の 1診断法 
0三橋慎一，瀬川裏，真鍋薄，
村上信乃，梶本伸一，今津 陣，
竹尾 通，森田武人(千大泌尿)
石川嘉夫(国立千葉)
尿路感染症の診断には尿中菌数より行なう法と白血球
の尿中排世を検討する法とがある。慢性腎孟腎炎例につ
きこれを行ない，かっ Pearsらの誘発法を併用して排池
率の変化を追究するとともに Brumfittら， Littleらの
白血球濃度についても検討を加えた。これらの法は慢性
腎孟腎炎の診断にはよい法であるが，なお，偽陰性例も
見られる点に問題があることを認めた。 
12.嚢胞腎の 1音IJ検例
安達元郎(佐原市)  
44才，女子，両側腎は巨大腫癌となり， 高血圧，貧
血，および残余 N，尿素Nの高値，代償性多尿，腎機能
不全を持続して約 2年経過，最後に肺炎を併発して死
亡。
剖検にて，①両側腎嚢胞(左 250g，右 2080g)組織
学的に皮質部位にて Bowmann腔の拡大が嚢腫への移
行を示し，②肝嚢胞 (1140g)肝内輪胆管の不規則な拡
張，③醇は組織学的に輸出管の不規則な拡張とその壁の
肥厚など嚢胞の由来を示す所見であった。
質問 z 林 易(東京厚生中央)
左腎の変化は何であったか。
答 z 安達元郎(佐原市)
単胞性に近い形の嚢胞腎であったと思われる。
質問 z 林 易(東京厚生中央)
右腎に比してきわめて異なった印象を受けるが。
答z 安達元郎(佐原市)
右腎は多胞性の，左腎は単胞性の嚢胞腎と思われる。
追加 z 百瀬剛一(千大泌尿)
右腎は典型的嚢胞腎，左腎は単純性嚢胞とすればきわ
めてまれな例と考えられる。 
13. レントゲン供覧
百瀬剛一(千大泌尿)  
1)馬蹄腎 
2)異常血管による右尿管の圧迫 
3)右腎副動脈による水腎症 
4) クッシング症候群(左副腎腺腫，右腎および副腎欠
損) 
5)左副腎良性腫虜(同，石灰化) 
6)術後神経因性勝脱 
7)尿道損傷，骨盤骨折 
8)左腎結石(右腎欠損) 
9)左重複尿管兼重複腎 
10)右重複尿管 
11)両側腎血管狭窄 
12)右腎動脈狭窄(萎縮腎→高血圧合併) 
13)右腎結核(漆喰腎)
